
著：佐伯さん（さえきさん）
（「小説家になろう」で活動
『最強魔法使いの弟子（予定）は諦めが悪いです』（PASHブックス）
『旦那様は魔術馬鹿』（アイリスNEO）等

イラスト：和武はざの（かずたけ・はざの）
「白聖女と黒牧師」（「マガジンR」にて連載中、既刊３巻」
ライトノベル装画に
「奪う者、奪われる者」（ファミ通文庫）等

2019年6月GA文庫の新作



■セールスポイント！



キャラクター

ヒロイン。高校１年生。
主人公のマンションの隣室に、家庭の事情で一人暮らししている。
学校では成績優秀、品行方正、容姿端麗、
いつもお淑やかに微笑みをたたえる姿から天使様と呼ばれている。
自宅では家事もきちんとこなすしっかり者。
世話焼きで、ついつい周の風邪の看病をしたことから、
生活力のない周に接近していく。
普段は超然としてクールな印象だが、家族との交流に飢えているところがあり、
懐に入ると甘えたがりになる、寂しがり屋の少女。

主人公。高校１年生。
高校入学を期に実家を離れて一人暮らしを始めた高校生。
学校では平々凡々、友達づきあいも少なく、
特筆することのない生活で、天使様こと真昼とも関わりがなかったが、
雨の日に真昼に傘を貸したことから、隣人との交流がはじまる。
家事が不得意で、部屋は荒れ放題、食事はカップラーメンばかりという
不健康な生活を、見かねた真昼によって改善されている。
思いやりがあって紳士的な少年。
真昼には仄かに恋愛感情を抱きつつ、自分に自信がないため
踏み込むことはできずにいる。



藤宮周の住むマンションの隣には、学校でも一番人気の美少
女・椎名真昼が住んでいる。特に関わり合いのなかった二人だ
が、雨の中ずぶ濡れになった彼女に傘を貸したことから、不思
議な交流が始まった。
自堕落な一人暮らしを送る周を見かねて、食事をつくり、部
屋を掃除し、なにかと世話を焼く真昼。
家族の繋がりに飢え、次第に心を開いて甘えるようになる真
昼と、彼女からの好意に自信を持ちきれない周。素直でないな
がらも二人は少しずつ距離を縮めていく……
可愛い隣人との甘く焦れったいラブコメディ。

あらすじ

担当編集コメント

連載開始一週間で、「これは絶対に来る」と思った作品でした。
付き合ってもいないのに自然にイチャイチャして、
読者から「なんで付き合っていないんだ」と言われ続けた二人の物語。
初恋の初々しさと、長年連れ添ったようなステディな雰囲気がどちらも感じられ、
クールな真昼がふとしたときに見せる甘え方に身悶えすること間違いなし。
キャラデザインも既に好評で、既存ファンをガッチリ掴んでいる作品です。

ぺんぎー（GA文庫）
@GA_Pengi
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